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会 費 納 入 の 

昭和 5 0 年度会費の納入期限が 迫って来ました。 当 学 

会の会費は、 前納 制 になっていますから、 5 0 年度分の 

会費を同封の 振替用紙にて ] 月 中にも事務局に 払い込ん 

で 下さい。 なお 50 年度より、 年会費が 4,500 円にな 

りましたので 御注意下さい。 

郵便振替 名古屋 4 2 8 0 1 

日本発生生物学会 

名古屋市千種区不老町 

名古屋大学理学部生物教室内 



  

Ⅰ 役員選挙の結果について 

Ⅲ 第 4 回会長選挙結果 

1 1 月 8 日 ダ 切で行われた 第一次投票の 結果過半数を 越える得票者がなく ， 1 1 月 2 B 口ダ 

切で第二次投票が 行われました。 その結果梶山正雄氏が 新会長に決まりました。 結果は下記の 

通りです。 

( 投票総数 1 1 2 票，うち無効 6 票 ) 

当 選 福 山 正 雄 

次 点 団 播 磨 

(2l 1 1 月 5 日 ダ 切の第 4 回運営委員選挙の 開票の結果，次の 万々が新運営委員に 決まりま 

した。 ( 5 0 音順，敬称略 ) 

石崎 宏矩 ( 名吉屋 大 ・ 理 ・ 生 ) 

江口 吾朗 ( 東部 大 ・ 理 ・生物物理 ) 

岡崎 事代 ( 東京都立大・ 理 ・ 生 ) 

岡田 節人 ( 京都大・ 理 ，生物物理 ) 

岡田 善雄 ( 大阪大・微生物痛切，防疫学部 ) 

酒井 彦一 ( 東京大・ 理 ，生物化学 ) 

竹内 郁夫 ( 京都大・ 理 ・ 植 ) 

波磨 忠雄 ( 名古屋大・ 理 ・ 生 ) 

平本 幸男 ( 東京工業太・ 理 ・ 生 )     

樋渡 宏一 ( 東北大・ 理 ・ 生 ) 

丸山 工作 ( 京都大・ 理 ・生物物理 )   

毛利 秀雄 ( 東京大・教養・ 生 ) 

柳島 直彦 ( 名古屋大・ 理 ， 生 ) 

山名 清隆 ( 九州大・ 理 ・ 生 ) 

次点 古谷 雅樹 ( 東大・ 理 ・ 植 ) 
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投票総数 1,9  0  6 

有効投票数 1,8  7  2 

無効投票数 8  4 

第 4 回選挙管理委員会 

なお，無効投票のうち 2 2 票は，選挙施行細則第 4 条によるもの ， 1 2 票は会則第 5 条第 2 

頃 により無効投票となりました。 

@3) 事務局よりのおわび 

第 4 回会長および 運営委員の選挙名簿より ，森脇和郎 氏 ( 遺伝研 ) の御名前がぬけておりま 

した。 森脇和郎 氏 および会員の 皆様に心からおわび 申しあ げますとともに 今後この様なことの 

ない 様心 がけます。 

Ⅱ 第 8 回大会について 

第 8 回大会は仙台において 行なわれますが ，現在までに -F 記の大綱を決めました。 4 9 年度 

  

より約 2 0 日早くなります。 名古屋大会の 趣旨，す 々めち 1 会場 8 日間も検討 い たしましたが ， 

仙台という場所の 地理的条件を 考えて，参加者の 滞在日数をあ まり長くしない 方が良いという 

  

点から， 2 会場 2 日ということにしました。 詳細は次号でお 知らせ致します。 

会 期 : 昭和 5 0 年 5 月 2 9 ( 木 ) , 3 0 ( 金 ) 日の 2 日間 

場 合 宮城県労働福祉会館 ( 仙台市上杉 1 丁目 ) 

大会費 : 2,0 0 0 円 ( 但し，学生院生 1,5 0 0 円 ) 

講 演 : 一般講演 1 人質問を含み 2 0 分 

申込 ダ 切は 8 月上旬の予定 

大会に関連して ，小集会，シンポジウムなどを 企画御希望の 方は早目に御連絡下さい。 

連絡先 : 樋渡宏一又は 竹内 拓司 ( 〒 9 8 0 ，仙台市荒巻 字 青葉東北大学理学部生物学教室， 

TEL 仙台 2 2 一 1 8 0 0  内線 4 2 5 9  樋渡， 4 2 7 6  竹内 ) 

( 樋渡宏一話 ) 
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Ⅲ 1 977 年国際発生生物学会議について 

国際発生生物学会 ( 略称， 1. S. D. B.  本部ヘルシンキ ，会長 Lauri SaX る n) 

から， 1 9 7 7 年に開催予定の 国際会議を日本で 開きたい申し 入れが数名のわが 国関係者に行 

なわれ，日本発生生物学会の 協力について 先の大会で諒承されました。 この間の事情は「 サ一 

キュラー」双号に 椙 出会長が述べられている 通りであ ります。 

同様な協力を 日本動物学会にも 依頼し，評議委員会で 諒承されました。 域 たこ の 1977 年 

 
 

 
 

 
 

 
 

I. S. D. B. 会議を日本学術会議の 主催とすべく 現在申し入れ 中であ ります。 この会議は，わ 

が 国下 開催される，純粋の 生物学分野のものとしては 最初のかなり 大きな規模のものであ り， 

その準備も非常な 労を要すると 予想されます。 その準備のための 委員会の代表者は 団 勝磨 先生 

であ ります。 幹事として寺山 宏 先生 ( 東大・ 珪 ) に御足労頂くことになりました。 会議は   

1 9 7 7 年 8 月 2 9 日から 9 月 2 口まで東京で 開催する計画です。 

会議の Scienti fic Pr0gram については 1. S 。 D.B. 本部で 0 。 「 gani2ing 

C0rm ㎡ tee を組織して，日本側の 委員会と相談しながら 決定することになっています。 

Organizing C0m ㎡ tec の委員長 (Co 一 chairman) として Dr.J. Bbert( 力一 

ネギ一発生学研究所， ァメリヵ ) と 岡田 ( 京人 ) とが任命を ぅけ ，名誉委員長 (Honofary 

chai rman) として 団勝磨 ，藤井隆両氏に 依頼が行なわれ ，お引受け頂いています。 わが国 

からは岡崎今治 ( 名犬 ) 竹内郁夫 ( 京人 ) 両氏がこの委員会のメンバ 一に参加されます。 

Ⅳ 研究所紹介 

愛知県心身障害者コロ             発達障害研究所 ( その 2   

  
 
 

遺伝学部門生化遺伝研究室 

遺伝子発現の 制御の異常を 原因とする遺伝病が 存在することは ，微生物の変異種の 研究から 

も当然考えられる。 その研究室では ，遺伝情報発現の 制御機構の解明を 研究目的としている。 

材料は主としてマウスを 用い，血球細胞のへモバロビン (Hb) の生成を制御している 諸因子を， 

転 ・ 写 レベルから翻訳レベルまでにねたって 調べている。 
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Ⅲ Ⅰ n vi tro  の Hb 一 mRNAA  合成系の確立 : Hb 遺伝子を DNA またはクロマチンと 

して分離し，その RNA 合成鋳型 能 に対する諸因子の 関与を明らかにする ( 林 。 森島 ) 

(2l Hb 一 m 砕苅 宇の特異構造の 役割 : Hb 一 mRNA  が転写され，細胞質中に 運ばれて翻訳 

されるまでの 過程で， mKNA の構造がどのような 役割を果しているかを 調べる ( 林 ・森島 ) 

@3) Hb--mRNA の翻訳段階での 制御 : Hb 一 mRNA が翻訳されるとき ，それに関与する 

多くの因子が ，どのように 翻訳を制御しているかをみていく ( 鈴木・森島 記 ) 

形態学部細胞化学研究室 

本研究室は細胞の 分裂増殖及び 分化の機序などの 問題を志向して ，細胞レベルでの 物質代謝 

及びその調節機構の 究明を目的としている。 

当面その研究対象としては ，最近細胞の 分裂増殖との 関係が示唆されている cycl@c 

QMB を採り上げ ， 二つのプロジ ，クト の下に研究を 進めている。 その一つは酵素学的な ァプ 

ローチであ って ， 主として eyel ic GMP  の合成酵素と eyel ic GMP 依存性蛋白燐酸 

化 酵素を哺乳動物組織よりの 精製を試み，それら 酵素の諸性質を 追究して い く方向であ る。 他 

の一つのプロジェクトは cycl ic QMP の生物学的役割を 究明する方向で ，上記の酵素学的 

データに基づいて ，ウニの発生や 培養リンパ球の 分裂増殖と cycl ic GMP の関係について 

の 研究を進めている。 

現在は酵素の 部分精製やその 活性測定法，更には 名古屋大学理学部 高橋進 氏 の 御 助力に ょ 

り cycl ic GMP の微量定量が 出来るようになるなど ，諸測定法をはば 確立したばかりであ 

って，本研究室としては 上記のテーマに 関して，他の 研究機関の万々とも 広く意見交換出来， 

更には共同研究が 出来る機会に 恵まれますことを 強く希望しています。   中沢 記 ) 

  V ハ ワ イ 雑 感 

m 膨 大学理学部生物学科発生学研究室 及川 風胎 

りお便りをいただき ，お前はハワイ 大学に行りて 来たのだから   

ハワイ大学見聞記をアカデミックに 書いてくれないかとのことでした。 一瞬，ためらいの 気持 

ちがあ りましたが，思い 直し，一応自分なりに ，過去三年間に 感じたハワイ 大学の印象 ( 主 と 
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して柳町研究室の 様子 ) を綴ってみようと 決心いたしました。 

ハフィ ど 言えば，常夏の 楽園で，赤銅色をした 土人が浜辺の 椰子の木の下で 心地よい浜風に 

吹かれながら ウ クレレをかなで ， 遊びたわむれると 言 う イメージが，まず 頭に浮かぶことでし 

よ う。 しかし，それは 観光旅行又は 新婚旅行の時ならいざしらず ，長期滞在になると 決してそ 

んななまやさしいものではあ りません。 と言いますのは   ，普通我々日本で 生まれ，日本に 育ご 

たものにとっては ，常に四季の 変化が生活につかれないように 潤いを与えてくれるからだろう 

と 思います。 ハワイにおいては ，一年中 2 4 。 C 士 1.5 。 C 位の気温が続いています。 そして 又 ， 

研究室は一年中冷房装置が 働いています。 たしかに慣れてしまえ ぱ なんでもないのですが ，ま 

あ このような状態に 長くいたらどういうものか ，もし物好きな 方があ りましたら試みてみて 下 

さい。 ， 

さて，余談はこのぐらいにして ，ハワイ大学見聞記に 入ることにいたします。 

ハワイ大学はホノルル 市の Manoa の 谷 ( 虹の谷 ) め入口のところにかなり 広い敷地があ り， 

その中央に位置しています。 そしてこのキャンパスの 上にはその名が 示すように，一日一回 は 

必ずといっていいくらい 虹がかかります。 この大学はハワイ 州におけるたった 一つの州立大学 

で ，推定学生数 2 一 8 万ぐらいの小さな 大学です。 ハワイ大学と 言えば，真っ 先に，だれもが 

東西文化センターという 名を思いうかべることでしょう。 何故なら，東西文化センターは 設立 

  

0 年度が古いことと ，かつ，ハフィ 観光の名所の 中にくみこまれているからです。 しかし，ハ 

4 大学は総合大学のかたらをとっているので ，他にも多数の 単科大学がふくまれています。 

そのうちの一つに ，筆者が籍をおいていた Schoo@  of Medicine があ ります。 

School of Medicine は約 7 年前に設立され ，現在に至っています。 現在の School 

of Medicine の建物は一風変わった 東洋風スタイルのもので ，大学の連中は Biom 奄一 

dical  Tower 又は Biomedical  Bui lding  と呼んでいます。 この建物の中には 

生化学系の研究室と 医学系の研究室が 同居しています。 そして，この 中の研究室保持者として ， 

かなりの日本人学者がいます。 そのうちの一人が 柳町隆造教授なのです。 筆者は彼の所属して 

(@SDepa@r@tmen@t@ of@ Anatomy@ &@ Reprodncti   e@ B@i@o@1@ogyoAss@i ， s@t@an@t 

Researcher であ りました。 

御存知のように ，米国では普通の 大学の場合，研究者には 講義と研究を 兼務する人，講義だ 

けする人，そして 研究だけする 人の姉種がみられます。 それぞれに応じて ，研究だけの 場合 : 

Researcher, Associ ate  Reseacher , Assis tant  Reseacher であ り， 

講義だけの場合は Professor , Associa te  Professor , As.s is tant 
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Professor となっているようです。 又 ，大抵の場合， Professor は Reseacher を 

兼務しています ( Assoc i ate  Professor , Ass i stant  Professor について 

も同様のようであ る。 ) 

筆者の所属していた Depar tment は名目上 Anatomy &  Reproductive 

Biology ということになっていますが ，実際は Anatomy そのもの，つまり 臨床解剖学 

  

をやっている 人はたった一人しかいないのです。 残りの人々は 皆 ReProduct lve 

BloloSy  をやっているのが 実 。 清であ ります。 

さて次に，このことに 関連して，筆者のハワイ 滞在中に起った 面白いお話を 記してみたいと 

思う。 Chai rman の Defeo 教授が，大真面目に ，実際に解剖学をやっている 人は一人し 

かいないのだから Depar tment の看板を Anatomy をとりのぞき Reproduct ive 

Biology だけにしてはどうかというのであ る。 勿論，他の人々は 異論のあ りよ う がなり。 

そこで彼は，いさんで 医学部の評議委員会にその 旨 報告したのであ る。 そこまではよかったが ， 

しかし，州の 万では，医学部に 解剖学教室のない 大学はないと 言って ， 彼の考えはあ っさりた 

めになってしまったというわけです。 

いわゆる，ハワイ 大学の Department of Anatomy &  Reproductive 

Bioloey においては，その 内容が，その 名称からうけるイメージとは 全く違っていて ，生 

物学教室そのものなのです。 換言すれば，看板にいつわりあ りということなのです。 ただ， 日 

本の生物学教室と 異なることは ，内容が生物学であ っても，扱っている 実際動物がすべて 哺乳 

顛動物であ るということです。 何故に彼等が 哺乳類動物を 扱うかというと ，これには一つの 大 

きな理由があ るからなのです。 それは御存知のように ，米国においては ，特定の研究室をのぞ 

いて研究するためのお 金としては，大学そのものから ，いわゆる州から 一銭もと言っていいく 

らい研究費がこなく ，研究に必要な 経費はすべて Qrant と 呼ばれる Proj ect leader 

個人，又は Project group に与えられるお 金にたよっているからなのです ( 即 ち ，日本 

の 大学において 校費 といわれる， 何 拝聞も ， 何の仕 引 をしないでおいても 文部省からくるよ う 

なお金が一銭もないということです ) 。 最近の米国においては ，この Grant を得るのに， 哺 

乳類以外の実験動物選択をすると ，よっぽどの 仕事をしていない 限り Grant を得ることが む 

すかしくなってきています。 ここに研究に 対する米国的な 発想があ るのかもしれません。 いい 
  
かえれば，哺乳類動物は 他の下等動物に 比べて，進化上より 人間に近くデータが 得られた場合， 

他の下等動物で 得られたデータよりも 人間への適用がより 容易であ るということなのだろう。 

というわけでハワイ 大学においては ，国民的支持を 受けやすい哺乳類動物が 実験材料として 選 
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こ ろ メカニズムなどに 興味をもら，自ら 夜おそくまで 精力的に実験をつづけている。 

①については ， Austln の弟子の Dr. Bavls ter と ハワイ大学の 生化学で学位をと 

った Dr. Roiers があ たり，②については ， Dr.Yanaglmachl , Mrs.Mah@, 

Mrs. Yanagimach@  があ たり，③ ほ ついては，筆者 ( 山形大 ) , Dr. G. L. Nicol 一 

son(Salk  Ⅰ nsti tute , Cal lfornia)  D 「． Yanaglshima  があ たっている。 

又 ，最近，琉球大学の 上原剛博士がこのバループに 加わり，寸ィ ク ロテクニックを 使った新し 

い 実験系がとり 入れられている。 その他，必要に 応じて，色々な 研究室との間に 共同研究がく 

一 7 一 



まれることがしばしばあ る。 

次に，総括として 筆者がこの三年間において 経験した，日本においてついぞ 経験したことの 

ない事柄を記してみたいと 思う。 

一つは， Facu Ⅰ ty  と Staff との区別が非常にハッキリしていて ， Staff は日常茶 

飯事にみられる 教室レベルの 会議に一切タッチしない。 勿論大学院の 学生などは論覚であ る。 

即ち，筆者もそうであ ったが，若い 人は仕事だけをしていればよいということであ るよこのよ 

うなこ㎏はおそらく ，現在の民主主義日本の 研究 窒 においては考えることが 出来ないことであ 

ろう ) 。 長い眼で見た 時，仕事をしたい 若い人にとってはかえってこの 万が良いのではないか 

と 思っている。 

二つめは，若い 仕事の出来る 研究者は決して 一ケ 所にしがみついて ，そこで何が 何でもポス 

トを得ようなどと 考えていないということであ る。 これはおそらく 日本の大学における ( 大学 

以外もそうかもしれない つ ) ポストのあ り方とちがって ，大抵の場合，ポストは 1 一 2 年の契 

約制になっているからであ ろうと思われる。 日本の場合は ，一端就職してしまうと 終身雇用と 

いう形になっているから ，かえって若い 研究者がだらける 結果をまねくのだろう。 又 ，普通 

Fao,ul ty でも少なくとも 8 年に一回は業績審査 ( 評議委員会レベル ) があ り，かなりシビ 

ァ 一なもののよ う であ る。 これ 又 ，よい仕事を 出すことへつながるのではなかろうか。 

三つめは，若い 研究者が ぅ けられる Grant が非常に多く ，これ 又 ，次の時代をにな う 優秀 

な 研究者が育つ 要因になっているように 思われる。 日本には年寄りのものはあ ったとしても ， 

いわゆる若い 研究者のための Grant がないのではなかろうか。 又 ，米国においては ，日本に 

  

おいてはあ まり知られていないが ，自国の研究者だけでなく ，他国の研究者に 対しても，同様 

に Grant を出していることを 忘れてはならない。 

四つめは Staff の任免 検は Project leader  が完全ににぎっていて ，日本にみら 

れるような組合組織の 介入はみられないようであ る。 いいかえると 仕事をしない 者は Proje 一 

r,t l eader がいつでもすみやかに 整理できるようになっているのであ る。 これは一長一短 

あ るかも知れないが ，やはり研究室運営において ，今後日本においても 検討を要する 問題点で 

はなかろうか つ 

最後に，二度参加した Reproductive Biology 学会の印象について 記したい。 ま 

グ 

ずはじめにびっくりしたのは ，学会そのものが 若い連中の自分をうりこむ 場であ るということ ， 

そして，自分の 憧れの研究室へ 移る足掛りを 作っているように 思われる。 又 ，面白いことに 学 

会中に人事公募の 掲示が多数見られるのが 印象的であ った。 
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アカデミックなお 話をということはのにとりとめのないことばかり 書いて申し訳けないよう 

な気がしないでもあ りませんが，まあ こんなところが 三年間すどしたハワイにおける 雑感のよ 

  

  

うな気がいたします。 

今でも眼を閉じると ，あ の公害を知らない 紺碧の空とサンゴ 礁にくだける 白い波，そして ； 

ラカラ と 心地よい葉づれの 音をきかせてくれる 椰子の木が脳裡にやきついてはなれません。 

Ⅵ そ の 他 

(l)  D & D 編集について 

7 1 9 4 年末をもって ， 現 DGD 編集委員の任期は 終 
委員会で選出されました 8 名と，主幹指名による 6 名，計 9 名からなる新委員会のメンバーは 

次のとおりです。 ( 順不同   

J.  C.  団   お茶の水大・ 理 ) 

石 崎 宏 矩 ( 名犬・ 理 ) 

柳 島 直 彦 ( 名犬・ 理 ) 

( 東大・海洋 研 ) 金 谷 晴 夫 

R. L. De,Haan  ( Emore 大 ・ Anatomy ) 

山 名 清 隆 ( 九天・ 理 ) 

毛利 秀 雄 ( 東大・教養 ) 

古 谷 雅 樹 ( 東大・ 理 ) 

藤 田 哲 也   東周医大・病理 ) 

なお，編集主幹は ，前主幹の椙出先生が 余儀ない事情により 任期中に辞任され ，岡田に交代 

致しましたが ，先の運営委員会の 取り決めにより 引続き岡田が 担当します。 今期の珂案主幹， 

編集委員の任期は 1 9 7 7 年末までであ ります。 

⑥ 1 9 74 年 1 月に DGD 主幹を椙出先生から 引きつぎまして 以来， 1 年足らずが経過しま 

した。 1 月から l n 月末までに投稿された 論文数は 4 5 篇です。 この数は ， 実は内々予期して 
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おりましたよりずっと 多く，編集局としては 多忙であ ります。 しかし， 艮い 雑誌とするには 何 

よりも多くの 論文を頂くことが 必須の条件であ ります。 寄稿頂きました 論文の内容は 極めて多 

彩であ り，多くの万々が 殊のはか関心を 寄せられておられることが 明らかで，編集 側 としまし 

ては多忙をうれしく 思っています。 今後，論文数は 増加の一途をたどることが 予想され，学会 

の経済状態を 考慮しつつ，新編集委員会でよりよい 対応の万法を 考えるつもりです。 

現在，論文を 頂いてから約 4 ケ月 ，おそくとも 6 ケ月 以内の雑誌として 出版できております 

が ，この期間の 短縮に努力する 必要があ り，経済状態さえ 許せば将来，隔月刊とするような 計 

画を考えるべきかもしれません。 

1 6 巻 8 号は校正も終了し ， 近々発売します。 1 6 巻 4 号はすでに原稿を 印刷所に回付して 

あ ります。 1 7 巻 1 局は 1 9 7 5 年 8 月に刊行できる 予定です。 

今後 共 ，会員諸氏の 御協力， 御 べん達をお願いする 次第です。 

DGD 編集主幹 岡田 節人 

(2) 会員変動 ( 住所変更   

氏 名 日 ｜ 新 

群馬人・教養・ 生 
今 井 勝 俊 

群馬入・教養・ 生 

前橋市昭和町 8 前橋市荒牧 町 1 8 7 5 

入 江 英 治 愛知学院大・ 歯 ・薬理 筑波大学基礎医学系 

Department@ of@ Anatomy 

And@ Reproductive 

上 原 剛 琉球大・理工・ 生 Biology 
Univ ・ of@ Hawai i@ School 

o@f@ Med@i@ c@ i@ ne 

及 川 淳 国立がんセンター 研 ・生仏 東北大・抗酸菌 病 研究所 

大 橋 誠 子 東京都江天， 理 ・空 

大 畠 明 チ 関西医科大・ 教養 関西医大・教養 

実
 
海
 
臨
 

理
 

大
 
屋
 
古
，
 

名
 
 
 

宏
 

藤
 

日
 
力
 

物
 
生
 

養
 
教
 

大
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市
 
屋
 
古
 
名
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賛助会員 三菱生命科学研究所 

(5) 寄贈 図書 

CYTOLOGIA  ( Vol, 39, れ れ 2 , 。 Tu Ⅱ． 1974  ) 

主力也勿吉倉村元一 ACTA  ZOOLOGlCA  SlNICA 一 (Vol. 20 ， /@p3,  1 9 74  ) 

QMAJ  IMA@S  FOLlA  ANATO 心 dlCA  JAPONICA  (Ba ロ d50 ， He  ft6  , Sel te 

845 一 4 1 1 ) 

  (Band5l, Heft2 一 8, Sei te 

68 一 180 ) 

  (Band51 ， He@f11 ， Sei te 

1 一 62) 

Ⅶ B  BIOLOGICAL  BULL 皿 TlN  (Vol. 146 , 挽 ． 2 , ApI.i l. 1 9 7 4 ) 

逐次刊行物目録 

FAUNA@ FENNICA@ (@ Vo@1.@ 24@ ， 1 9 7 4 ) 

  (@ Vol ・ 25@ ， 1 9 7 4 ) 
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